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はじめに 

 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日本国外、軍事

目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・誤記

録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 
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本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、コ

ンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や発生す

る問題を解決できる人を前提としています。 
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1.データ保護機能（スナップショット） 
 

ZettaSuite では、ODPS 機能を使って自動的にスナップショット作成、また、非同期でのリモートサイトへの複製を行います。 

※ ODPS: Off-site Data Protection Service 

 

ローカルノードに世代管理の為のスナップショット作成し、また、管理する方法について説明をいたします。世代管理の為

のスナップショット作成について説明をいたします。 

スナップショットを作成する方法は、「手動での作成」と「ODPSのタスク」より自動作成する 2 種類の方法があります。 

 

 

1-1. 手動でのスナップショット作成 
[Storage] → 対象 Pool →[Snapshot]を選択します。 

 
 

以下の様に [Snapshots] → [Snapshots of datasets]に共有ボリューム(データセット)名が表示されます。 

iSCSIボリューム(Zvol)の場合は、[Snapshots of Zvols]に表示されます。 

 
 

[Options] → [+Add new snapshot]を選択します。 
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適切な名前を入力し、[✓Add]ボタンをクリックします。 

名前で使用できる文字は以下の通りです。 

a-z, A-Z, 0-9 . : _ と - 

 
 

[Snapshots] → [Snapshots of datasets]欄に共有ボリューム(データセット)名の前に が表示されます。 

iSCSIボリューム(Zvol)の場合は、[Snapshots of Zvols]欄に表示されます。 
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1-2.タスクを作成して自動的にスナップショットを作成 
スナップショットのタスクを作成します。 

スナップショットを作成するプール名と Zvol 名または Dataset名、また、スナップショットを取得するスケジュール設定、リ

テンション設定を設定します。 

[Backup & Recovery] → [Tasks] → [+Add replication task]を選択します。 

 
 

1.Source configuration 

 
Resource path   [Browse...]を選択し、バックアップするデータを含む datasetまたは Zvol を

    選択します。 

 

Retention Interval plan for source リソースのスナップショットが作成される頻度とそれらが保持される期間を示

    すスケジュールを入力します。 
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2.Destination configuration] 

レプリケーション用の機能となる、set remote destination for backup task を無効（赤色）に設定します。 

 
 

3.VMware VSphere integration] 

vmware のストレージとして利用している場合に本機能を有効にすることができます。 

ソースリソース上にデータストアが作成されている場合、ソースのスナップショットが作成される前に vSphere はデータスト

ア上のすべての仮想マシンのスナップショットを作成するため、データストア上のデータは一貫性を保ちます。 
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4.Task properties] 

task description – タスクの内容に関しての説明を入力しておきます。 

 
 

5.Summary]で内容を確認して、Addを押下します。 

 

タスクスケジュールの作成が完了すると、以下のようなスナップショットのスケジュールが表示されます。 

 
 

スナップショットの作成状況の確認として以下のような方法があります。 

[Storage] → 対象 Pool → [Snapshot]を選択し、共有領域のスナップショットの場合は[Snapshots of datasets]を、iSCSI

ボリュームの場合は[Snapshots of Zvols]を展開してください。 
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1-3.スナップショットスケジュールの設定変更 
Zvol の snapshot タスク表示画面より、Options から[Edit backup task]を選択すると設定変更が可能です。 

 
 

1-4.スナップショットスケジュールの削除 
Zvol の snapshot タスク表示画面より、Options から[remove backup task]を選択すると削除が可能です。 

 
1-5.バックアップ先のデータ取得停止 
バックアップ先に選択されている Zetta の Zvol の snapshot タスク表示画面より、Options から[Pause receiving data]を選

択すると、バックアップの取得を停止することができます。 

再開したい場合は同様にバックアップ先に選択されている Zetta の Zvol の snapshot タスク表示画面より、Options から

[Resume receiving data]を選択するとバックアップの取得の開始ができます。 
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1-6.メイン機との Backup path 切断 
バックアップ先に選択されている Zetta の Zvol の snapshot タスク表示画面より、Options から[Clear backup source path]

を選択すると、バックアップ元からのパスをを削除することができます。 
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1-7. Windows 「以前のバージョンの復元」使用 
Windows クライアントから SMB（CIFS）接続されている共有領域（dataset）で取得したスナップショットを利用する場合、

Windows 機能の「前のバージョンの復元」を使うことができます。 

Windows クライアントから ZettaSuiteに SMB(CIFS)で接続しネットワーク・ドライブとして使用ている場合の例を示します。 

 
 

スナップショットを取得し、ある時点に戻したい該当フォルダ（ファイル）を右クリックします。 

ポップアップメニューが表示されますので、「以前のバージョンの復元」を選択します。 

 
 

ZettaSuite で取得したスナップショットの一覧が表示されます。 

任意の時間のバージョンを選択して、フォルダ（ファイル）の復元を実施します。 

「以前のバージョン」の詳細については Microsoft 社等の各説明をご確認ください。 

例: https://www.microsoft.com/ja-jp/atlife/tips/archive/windows/previous-files.aspx 

 
  

https://www.microsoft.com/ja-jp/atlife/tips/archive/windows/previous-files.aspx
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1-8.スナップショット削除 
ここでは、作成したスナップショットの削除について説明します。 

スナップショットの削除後、その時点に戻すことはできませんのでご注意ください。 

スナップショットの削除は 1 個ずつとなります。まとめて削除はできません。 

 

[Storege] → 対象 Pool → [Snapshots] → [Snapshots of Zvols]にスナップショット取得したデータセット名が表示されま

す。 

（共有 NASボリューム(dataset)の場合は、[Snapshots of datasets]欄に表示されます。） 

取得しているスナップショット一覧が表示されます。 

目的のスナップショット（時点）の[options]を選択しますので、該当スナップショットの ボタンをクリックします。 

 
 

[Delete]を選択します。 

 
 

 

1-9.スナップショットの設定確認 

 
Options から、Snapshot details を選択すると以下の設定項目が確認できます。 

 

Name  名前が確認できます。 

 

Created  作成した日にちが確認できます。 

 

Used  どの程度の容量を持っているか確認できます。 

 

Written  書き込み時のアロケーションサイズが確認できます。 

 

Compress ratio 圧縮率が確認できます。 
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1-10.dataset (共有 NAS ボリューム) クローン作成例 
 

クローン機能は、作成したスナップショットを複製する機能ですが、スナップショットのデータは Read Only でアクセス可能

なのに対して、クローン・ボリュームは複製したファイルシステムに対して Read/Write が可能になります。 

 

この項目では、スナップショットを使ってボリュームのクローンを作成する方法について説明します。 

作成されたボリューム（クローン）の共有設定・接続を行う必要があります。 

 

クローン・ボリュームを設定したスナップショットは、リテンション期間が過ぎても削除されません。 

 

 [Storege] → 対象 Pool → [Snapshots] → [Snapshots of datasets]にスナップショット取得したデータセット名が表示さ

れます。 

 
 

 はスナップショットタスクで自動的に作成された事を示します。 

表示を展開します。作成されたスナップショット一覧が表示されます。 

 
 

スナップショット「データセット名（もしくは zbol 名）@autosnap_年_月_日-時分秒」のフォーマットで作成されます。 

Options から、[Clone]を選択します。 

 
 

スナップショットを基にクローン・ボリューム（ここではデータセット）を作成します。 

適切な名前を入力し、[✓Add]ボタンをクリックします。 

名前で使用できる文字は以下の通りです。 

a-z, A-Z, 0-9 . : _ と - 

 
 

 

[Shares]内に先ほど作成したクローン（dataset）が確認できます。 
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作成したクローンの名前のフォーマットは以下の通りです。 

“スナップショット名”=>”クローン・ボリューム名” 

このクローンの先頭にある[ ]をクリックします。 

 

クローン作成直後は以下の様に Share の設定がされていません。 

 
「共有 NASボリューム設定」を確認の上、適切な共有を設定します。 

共有設定後、Windows/Linux のクライアントからネットワーク経由でマウントを行い、必要なデータにアクセスします。 

 

 

1-11.Zvol (iSCSI ボリューム)クローン作成例 
 

クローン機能は、作成したスナップショットを複製する機能ですが、スナップショットのデータは Read Only でアクセス可能

なのに対して、クローン・ボリュームは複製したファイルシステムに対して Read/Write が可能になります。 

 

この項目では、スナップショットを使ってボリュームのクローンを作成する方法について説明します。 

作成されたボリューム（クローン）の iSCSI ターゲット接続等を行う必要があります。 

 

クローン・ボリュームを設定したスナップショットは、リテンション期間が過ぎても削除されません。 

 

[Storage] → 対象 Pool → [Snapshots] → [Snapshots of Zvols]にスナップショット取得した iSCSIボリューム(Zvol)名が

表示されます。 

 
 

NAS 共有ボリューム(dataset)の場合は、[Snapshots of datasets]欄に表示されます。 

表示を展開すると、作成されたスナップショット一覧が表示されます。 
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ODPS のタスクによる自動作成の場合のスナップショットの名前は「zbol 名@autosnap_年_月_日-時分秒」のフォーマットで

作成されます。ここでの例では、手動で作成した為、「Zvol 名@スナップショット名」となります。 

任意のスナップショットの Options を ボタンをクリックして選択します。 

ここで、[Clone]を選択します。 

 
 

 
このオプションでは、スナップショットに接続された新しいクローンを作成できます。 

クローンをターゲットにアタッチして、データリソースとして使用することができます。 

Clone Properties 

 Name  クローン名 

  クローンをターゲットにアタッチする場合は、[Attach to target]ボックスをチェックしま

  す。 

 

Target name ドロップダウンリストからターゲット名を選択してください。 

 

SCSI ID  手動で設定するか、[Generate]ボタンをクリックして生成してください。 

  （このフィールドを空のままにすると、自動的に生成されます） 

 

LUN  番号を入力して LUN を手動で選択するか、自動割り当て用に空のままにしてください。 

 

Access mode アクセスは、読み取り/書き込みモードまたは読み取り専用に設定できます。 
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1-12.ロールバック（Rollback）機能 
スナップショットを使ってある時点の内容に戻す（ロールバック）ことができます。 

 

※ロールバックを実施すると対象の dataset、Zvol 内のデータ全体が選択した時点に戻ります。あるデータだけを戻した

い場合は、ロールバックではなくクローンを作成し、作成したクローン内からデータを戻してください。 

 

※ロールバックを行う前に使用しているボリュームについては、クライアントからアンマウント（切り離し）してください。 

 

[Storage] → 対象 Pool → [Snapshots]を選択して、オプションを選択した場合のロールバック操作例。 

 
 

 
[Backup & Recovery] → [Tasks]を選択し、スナップショットのオプションを選択した場合のロールバック操作例。 

 
 

 

※この操作は元に戻せません。ロールバックしているスナップショットとそのクローンの後に作成されたすべて

のスナップショットは削除されます。 

スナップショットのクローンをロールバック前に作成して、スナップショットのデータを使用可能にし、クローンの

データがロールバック後にデータセット/ Zvolに必要なデータであることを確認する必要があります。 
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1-13.ESX サーバとの連携 
NFS/iSCSIを利用して vSphere(ESXi)のデータストアとして利用できます。 

ZettaSuite は vSphereの API と連携し静止点が取れたスナップショットを作成することができます。 

以下の方法で vCenter/vSphere(ESXi)サーバを追加します。 

vCenter/vSphere サーバの情報（IPアドレス、管理者アカウント名と管理者のパスワード） 

[Backup & Recovery] → [vCenter/vSphere server]を選択します。 

 
 

[+Add server]ボタンをクリックします。 

 
接続する vCenter/vSphere サーバーの情報（IPアドレス、管理者アカウント名と管理者のパスワード）を入力します。 

 
 

Backupu Wizard で、vCenter / vSphere server integration を有効にして、vCenter/ vSphere server 名、Datastore を

[Browse...]から選択することができます。 

 
  



 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    株式会社ニューテック 

    〒105-0013 

    東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

    http://www.newtech.co.jp 

  

    Copyright© 2020,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 


